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１．はじめに
　小学校学習指導要領解説「図画工作編」１），中学校学
習指導要領解説「美術編」２）の目標には，「表現及び鑑
賞の（幅広い）活動を通して……」と示してあるにも
かかわらず，実際の図工や美術の授業では，表現に偏っ
た指導が多く行われ，鑑賞は軽視されている状況が見
られる。このことについて，明治学院大学の新井哲夫
教授は，「見ることは，読むことに比べ直接的であり，
誰にでも自然にできることと思われてきたのかもしれ
ないが，造形活動における見る行為は，造形的な観点
に基づいて視覚情報を整理，分析し，解釈することで
あるため，『造形的な見方』は言語表現における読解力
と同様に，自然に身に付くものではなく，学習やトレー
ニングが必要である。」と述べている３）。しかし，現状
の図工や美術の鑑賞では，「造形的な見方」を身に付け
られるような学習やトレーニングに当てはまる指導法
が確立されているとは言い難い。
　また，実際の学校の現状として，図工や美術におけ
る鑑賞題材の時数は，表現題材の時数に比べて圧倒的
に少ない。筆者が2012年の10月に前橋市の公立学校で
行った調査では，年間指導計画において鑑賞題材は全
学年に設定されているものの，各学年２題材ずつであ
り，全体に占める割合は4.3％～10％である。その理由
としては，年間指導計画の基となっている教科書に掲
載されている題材のほとんどが表現題材であること
や，表現題材に時間が多く使われるため，鑑賞題材の
時間数は必然的に少なくなること，などである。また，
教師への聞き取り調査では，児童・生徒の表現した作
品の相互鑑賞について，どのように鑑賞させたらよい
のかよく分からないという意見や，美術作品等の鑑賞
は専門性や経験がないと指導が難しく，鑑賞の授業と
して取り上げにくいという意見が多かった。
２．問題の所在
　図工・美術の表現の授業においては，今までも児童・
生徒の能動的な活動が実践されていた。それは，表現
そのものが問題解決学習であり，体験学習になること
が多いからである。一方，鑑賞の授業においては，美
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術史に代表されるように，知識習得に重きを置いてい
たため，教員による一方的な講義形式の授業になり，
児童・生徒は作品を受動的に鑑賞することが多かった
といえる。
　しかし，児童・生徒に「造形的な見方」を身に付け
られるようにするためには，作品を漠然と見るのでは
なく，能動的に見て，自分なりの思いを持てるように
鑑賞の授業を工夫する必要がある。
　そこで，鑑賞の授業において，児童・生徒が主体的
に問題を発見し解を見出していく，アクティブ・ラー
ニングを取り入れる。アクティブ・ラーニングとは，
中教審答申によると，「教員による一方的な講義形式の
教育とは異なり，学修者の能動的な学修への参加を取
り入れた教授・学習法の総称」としている。具体的に
は，発見学習，問題解決学習，体験学習，調査学習，
グループ・ディスカッション，グループ・ワーク等で
ある。
本研究では，図工・美術の鑑賞の授業実践から，アク
ティブ・ラーニングを取り入れる上での大切な要素に
ついて明らかにする。
３．アクティブ・ラーニングの取り入れ方
　平成23年版「評価規準の作成，評価方法等の工夫改
善のための参考資料　小学校図画工作　中学校美
術」４）には，「Ｂ鑑賞（1）鑑賞」の評価規準に盛り込
むべき事項と評価規準の設定例について，各学年の学
指導要領の内容を踏まえ，次のように示している。
評価規準に盛り込むべき事項と評価規準の設定例
（一部抜粋）
○小学校図画工作
第１学年及び第２学年
・見る，触れる，まねるなどしながら，作品の大きさや
形などをとらえている。
・感じたことを話したり，簡単な文で書いたりしながら，
作品の面白さや造形的な活動の楽しさを感じている。
第３学年及び第４学年
・絵はがきでゲームをしたり，仮想の美術館をつくった
りしながら，形や色の面白さや組合せの感じなどを捉
えている。
・感じたことを話したり，簡単な文章で書いたりしなが
ら，身近な美術館作品のよさや面白さなどを感じ取っ
ている。
第５学年及び第６学年
・暮らしの中の作品を実際に使って確かめたり，置いて
みたりしながら，形や色の特徴，材質感の違いなどを
捉えている。
・友人の意見や資料を参考にしたり，文章に表したりし
ながら，親しみのある美術作品のよさや美しさを感じ
取っている。
○中学校美術
第１学年
・造形的なよさや美しさ，対象のイメージ，作者の心情
や意図と表現の工夫，主題と表現技法の選択や材料の
生かし方などを感じ取り，自分の思いや考えをもって
味わっている。
第２学年及び第３学年
・日本の美術の概括的な変遷や作品の特質などをとら
え，日本の美術や伝統と文化のよさなどを味わい理解
している。
　ここに示されている評価規準に盛り込むべき事項と
評価規準の設定例は，図工・美術の鑑賞の授業にアク
ティブ・ラーニングを取り入れる上で参考になる。そ
こで，この事項と設定例を踏まえた上で，能動的な学
びを引き出す，「活動」と「教師の手立て」の工夫を設
定することにした。
（１）「活動」
　図工・美術の鑑賞の授業において，児童・生徒に能
動的な学びを引き出すために，次のような「活動」を
取り入れる。
活動
　作者になりきって作品づくりをしたり，グループで協
力して謎解きをしたりするなど，作品を能動的に見るた
めの活動。
「活動」は，発達を考慮し，次の３つから設定する。
擬似体験型の活動
　作者の作品づくりを追体験できるようにしたり，実
際の作品と同じ視点で作品を鑑賞できるようにしたり
する活動。
ロールプレイ型の活動
　作品に表現されている形や色などをもとに，お話を
つくったり，解説したりする活動。
課題解決型の活動
　ヒントカードなどの情報をもとに，作者や題名を推
理するなど，与えられた課題をグループで解決してい
く活動。
（２）「教師の手立て」
　前述のような，「活動」を成り立たせるためには，授
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業を構想する上で，次のような「教師の手立て」を行
う。
【導入】
①　鑑賞する作品の大きさ，提示の仕方，見せ方など，
工夫した教材を用意する。
②　児童・生徒に「やってみたい」「よく見たい」と思
わせるような，教師による演示を行う。
【活動中】
①　グループ編成，場の設定，ルールの設定などの学
習環境を工夫する。
②　児童・生徒の思いを深めたり，意欲を高めたりす
る声掛けによる個別指導を行う。
【振り返り】
①　自分と友達の思ったことや感じたことを共有する
場を保証する。
②　作品づくりをしたときは，できた作品をプロジェ
クターなどで写すことで，視点を共有できるよう
にする。
４．研究目的
　図画工作科，美術科の鑑賞領域におけるアクティブ・
ラーニングを取り入れた授業実践において，児童・生
徒の発話や学習プリントから，「活動」，「教師の手立て」
を設定する上での大切な要素について検証する。
５．発達に応じた授業実践
　小学校低学年，小学校中学年，小学校高学年，中学
校の４つの発達に応じて，アクティブ・ラーニングを
取り入れた図工・美術の鑑賞の授業を実践した。実践
内容は以下の通りである。
１　小学校低学年
　小学校低学年の鑑賞では，見る，触れる，まねるな
ど，児童自身が直接的・感覚的に作品と関わり，作品
をとらえることのできるような「活動」と，感じたこ
とを振り返り，作品などの面白さや造形的な活動の楽
しさを感じ取ることのできる「教師の手立て」を設定
する。
【授業実践】
題材「アルプに挑戦」５）
□授業者：森坂実紀人
　時期：2011年１月
　対象：群馬大学附属小学校第２学年（38名）
（１）題材について
　ジャン・アルプ「再びたがをはめられた太陽」のよ
うな抽象的な表現の作品を，自分なりにつくったり，
つくった作品を振り返ったりすることで，抽象的な表
現の形や色，表し方の面白さに気付けるようにする。
（２）本実践におけるアクティブ・ラーニング
○「活動」
擬似体験型の活動
　好きな色の画用紙を選んでハサミで自由に切っての
りで貼り，抽象的な表現の作品をつくる活動を行う。
○「教師の手立て」
【導入】
①　実物大のアルプの作品をカラーコピーしたものを
15枚用意し，パネルに掲示しておく。
②　アルプのような切り絵のつくり方について，教師
が黒板を使って演示する。
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ジャン・アルプ「再びたがをはめられた太陽」
【活動中】
①　発想を広げたり，つくり方を教えあったりできる
ように，向かい合わせに座るように場をつくる。
②　作品づくりで困ったら，いつでもパネルに掲示し
た作品を見てもよいと声掛けをする。
【振り返り】
①　抽象的な表現の作品をつくって，思ったことや感
じたことを全体で発表する場を保証する。
②　改めてアルプの作品を見て，何をイメージしたの
か，感じたことや分かったことを簡単な文で学習
プリントに書かせる。
（３）考察
　「擬似体験型の活動」では，簡単そうに見えたアルプ
のような絵は，実際につくってみると，形や色の組み
合わせの難しさを感じたり，向きを変えてみると違う
ものに見えることに気付いたりしている様子が見られ
た。
　振り返りでは，「アルプさんは，心の中で閃いたもの
を描いたんじゃないのかな。」「アルプさんは，最初は
何だか分からなくて，最後に何かに見えてくるという
絵を描きたかったんだと思う。」などの感想が出され
た。このことから，児童は「擬似体験型の活動」を通
して，抽象的な表現の面白さに気付くことができるよ
うになったと考える。
　小学校低学年の「活動」として他には，人体彫刻の
ポーズを体全体を使って再現する「擬似体験型の活動」
や，絵の中に自分の分身モデルを置いて絵の世界に入
り込み，お話をつくる「ロールプレイ型の活動」など
が考えられる。
２　小学校中学年
　小学校中学年の鑑賞では，作品を並べ替えたり，作
品の一部を動かしたりするなど，児童自身が作品を
使った操作を通して作品と関わり，形や色の面白さや
組み合わせの感じなどをとらえることのできるような
「活動」と，活動から感じたことを振り返り，身近な
美術作品のよさや面白さを感じ取ることのできる「教
師の手立て」を設定する。
【授業実践】
題材「これって　なあに？」６）
□授業者：中原靖友
　時期：2012年１月
　対象：群馬大学附属小学校第３学年（38名）
（１）題材について
　福沢一郎「嘘発見器」の作品に表されている形や色
をもとにお話を考えたり，作ったお話を伝え合ったり
することで，シュルレアリスムに関心を持ち，表し方
のよさや面白さを感じ取れるようにする。
（２）本実践におけるアクティブ・ラーニング
○「活動」
ロールプレイ型の活動
　作品の一部を切り取ったペープサートを動かしなが
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福沢一郎「嘘発見器」
らお話を考えたり，作ったお話を伝え合ったりする活
動を行う。
○「教師の手立て」
【導入】
①　作品の一部である，人体像や心臓のようなものを
切り取ったペープサートをグループの数だけ用意
しておく。
②　ペープサートを動かしながらお話をつくることを
教師が演示する。
【活動中】
①　お話づくりの発想を広げたり，友達に思い付いた
ことを伝えやすくしたりできるように，グループ
で向かい合わせに座るように場をつくる。
②　住んでいる人や部屋にあるもの，何をしているの
か，それからどうなったかなどを問い掛け，お話
を具体化していく。
【振り返り】
①　グループで作ったお話を伝え合い，どこを見て考
えたのか確認し合える場を保証する。
②　改めて福沢一郎の作品を見て，何が表されている
のか，感じたことや分かったことを学習プリント
に書かせる。
（３）考察
　「ロールプレイ型の活動」では，ペープサートを動か
しながらお話を作ることで，モチーフの関係を合理的
に説明できないことを感じ，いろいろなお話が考えら
れる面白さに気付いている様子が見られた。
　振り返りでは，「やっぱり不思議な絵だな。」「自分た
ちの考えたお話と友達の考えたお話は全然違うけど，
いろいろなお話が考えられて面白いな。」「福沢一郎さ
んは，いろいろな感じ方ができる絵を描きたかったん
じゃないかな。」などの感想が出された。このことから，
児童は「ロールプレイ型の活動」を通して，シュルレ
アリスムの表し方のよさや面白さを感じ取ることがで
きるようになったと考える。
　小学校中学年の「活動」として他には，いくつかの
パーツに分けた作品の並べ方を，形や色をもとに自分
なりに考えて再現する「擬似体験型の活動」や，複数
のアートカードに描かれている人物，形，表情，ポー
ズ，色，組合せ等から想像したことや感じたことを友
達と紹介し合う「ロールプレイ型の活動」などが考え
られる。
３　小学校高学年
　小学校高学年の鑑賞では，作品を模写したり，作品
を制作する擬似体験をしたりしながら，児童自身が想
像や推理などを働かせて作品と関わり，形や色の特徴，
材質感の違いなどをとらえることのできるような「活
動」と，活動から感じたことを振り返り，身近な美術
作品のよさや美しさを感じ取ることのできる「教師の
手立て」を設定する。
【授業実践】
題材「うつろう形　うつろう気持ち」７）
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宮脇愛子「うつろひ」
□授業者：豊岡大画
　時期：2014年11月
　対象：群馬大学附属小学校第６学年（38名）
（１）題材について
　宮脇愛子「うつろひ」のようなワイヤーによる立体
作品を，友達と話し合ってつくったり，宮脇愛子の作
品を見比べたりしながら，自分なりに見付けた作品の
よさや美しさを感じ取れるようにする。
（２）本実践におけるアクティブ・ラーニング
○「活動」
擬似体験型の活動
　グループで，校庭の好きな場所に，180㎝の針金を一
人一本使って立体作品をつくる活動を行う。
○「教師の手立て」
【導入】
①　複数の視点から撮影した宮脇愛子の立体作品の拡
大写真を用意し，パネルに掲示しておく。
②　針金を使った立体作品のつくり方について，教師
が校庭で演示する。
【活動中】
①　校庭でも，土の上だけでなく，コンクリートの上
や遊具の近くなど，様々な場所に作品を置いてみ
るように声掛けをする。
②　見る場所によって見え方が変わることに気付ける
ように，様々な視点から写真を撮るよう促す。
【振り返り】
①　自分たちの「うつろひ」と宮脇愛子の「うつろひ」
を並べて展示し，気付いたことやわかったことを
確認し合える場を保証する。
②　改めて宮脇愛子の作品を見て，自分なりに気付い
たよさや美しさを学習プリントに書かせる。
（３）考察
　「擬似体験型の活動」では，実際につくってみると，
様々な視点から見る立体作品をつくる難しさを感じた
り，作品を置く場所によって感じ方が変わることに気
付いたりしている様子が見られた。
　振り返りでは，「宮脇愛子の『うつろひ』は水面に映
る影も作品の一部としてつくったのだと思うよ。」「見
る場所によって印象が変わるから『うつろひ』という
題名なのではないかな。」などの感想が出された。この
ことから，児童は「擬似体験型の活動」を通して，宮
脇愛子の立体作品のよさや美しさを感じ取ることがで
きるようになったと考える。
　小学校高学年の「活動」として他には，作者になっ
たつもりで，風景や静物などの写真を撮る「擬似体験
型の活動」や，鑑定士になりきって，作品に表されて
いる形や色をもとに解説をする「ロールプレイ型の活
動」などが考えられる。
４　中学校
　中学校の鑑賞では，作者についてや，作品の生まれ
た背景など，画集や事典などから作品について調べた
り，想像や推理などを働かせながら作品と関わったり
して，形や色彩の特徴などをとらえることのできるよ
うな「活動」と，美術文化への理解を深め，よさや美
しさなどを味わうことのできる「教師の手立て」を設
定する。
【授業実践】
題材「美術館に行こう」８）
□授業者：森坂実紀人
　時期：2015年７月
　対象：前橋市立第三中学校第１学年（32名）
（１）題材について
　美術館で，佐伯祐三「パリ郊外風景」，モーリス・ド・
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ヴラマンク「わかれ道」，横堀角次郎「細き道」を見に
行った登場人物の会話をもとに，友達と作者名や題名
などを推理しながら，絵を見る楽しさや，地域の美術
館に対する親しみをもつ。
（２）本実践におけるアクティブ・ラーニング
○「活動」
課題解決型の活動
　登場人物の会話が書かれたヒントカードをもとに，
作者名や題名などをグループで推理する活動を行う。
○「教師の手立て」
【導入】
①　３つの作品の拡大写真を黒板に掲示する。
②　ヒントカードをもとに，それぞれの作品の作者名
や題名などを推理する活動について説明する。
【活動中】
①　向かい合わせに座らせ，20枚のヒントカードを１
人５枚ずつ配り，グループ全員で話し合いながら
推理していくよう促す。
②　カードに書かれている内容とそれぞれの絵をよく
見比べるよう促したり，どこまで推理が進んだか
問い掛けたりして話し合いが深まるようにする。
【振り返り】
①　題名や作者等を確認し，３枚の絵の特色について
思ったことや感じたことを全体で共有する場を保
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佐伯祐三「パリ郊外風景」
モーリス・ド・ヴラマンク「わかれ道」
横堀角次郎「細き道」
証する。
②　３枚の絵の中から自分のすきな作品を選び，その
理由を学習プリントに書かせる。
（３）考察
　「課題解決型の活動」では，最初に見たときは暗く感
じた絵が，ヒントカードを読んだり友達と話し合った
りしたことで，明るい感じの絵に見えたなど，自分の
見方が変化したことに気付く様子が見られた。
　振り返りでは，「友達と感想を共有することで，新し
い発見や，他の見方に気付くことができた。」「いつも
美術館に行ったときはパッと見て終わりにしていた
が，今日の授業で見ることが楽しく面白く感じるよう
になった。」などの感想が出された。このことから，生
徒は「課題解決型の活動」を通して，見ただけでは分
からない知識を獲得したり，友達と話し合いながら推
理したことで，絵を見ることに興味をもったり，親し
みを感じながら絵の見方を広げたり深めたりすること
ができるようになったと考える。
　中学校の「活動」として他には，作者になったつも
りで，その作品の技法を体験する「擬似体験型の活動」
や，作品について，どの方向から見たらよいのか，画
面に何が描かれているのかなどを話し合い解決してい
く「課題解決型の活動」などが考えられる。
６　結果
　授業実践を通して，「活動」，「教師の手立て」につい
て，以下のことが明らかになった。
○「活動」について
　アクティブ・ラーニングを取り入れた鑑賞の授業に
するために，「擬似体験型の活動」「ロールプレイ型の
活動」「課題解決型の活動」を発達に合わせて設定した。
授業実践から，児童・生徒に見られた姿は次の通りで
ある。
・「活動」を取り入れることで，児童・生徒の意欲を高
め，楽しみながら鑑賞していた。
・活動中に迷ったり悩んだりすることで，作品をもう
一度よく見たり，意識しないと見えないことに気付
いたりしていた。
・小学校の鑑賞では，「擬似体験型の活動」か「ロール
プレイ型の活動」の設定が発達に応じていた。
・中学校の鑑賞では，「課題解決型の活動」を基本にす
るが，作品の特性に応じて「擬似体験型の活動」や
「ロールプレイ型の活動」の設定が発達に応じてい
た。
　以上のことから，「活動」を設定する上で，次のよう
な要素が大切になることが明らかになった。
　
「活動」を設定する上で大切な要素
・児童・生徒の関心・意欲を高める活動
・作品をよく見るための活動
・発達や作品の特性に応じた活動
○「教師の手立て」について
　アクティブ・ラーニングを取り入れた鑑賞の授業と
して「導入」「活動中」「振り返り」において教師の手
立てを工夫した。授業実践から，児童・生徒に見られ
た姿は次の通りである。
・「導入」では作品の見せ方や活動の説明を工夫するこ
とで，活動に対しての期待感を高めていた。
・「活動中」は，児童・生徒にとって難しすぎず，易し
すぎない課題を設定することで，自ら活動に取り組
んでいた。
・「振り返り」では，自分が思ったり感じたりしたこと
を全体で共有したことで，活動では気付かなかった
新たな見方を身に付けていた。
　以上のことから，「教師の手立て」を設定する上で，
次のような要素が大切になることが明らかになった。
　
「教師の手立て」を設定する上で大切な要素
・児童・生徒の興味・関心を高める，鑑賞教材の用
意と見せ方の工夫
・活動を成り立たせるための，適切な課題設定
・新たな見方を培うための，全体での共有
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